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招 集 期 日 令 和 2 年 11 月 11 日 (水 ) 会議の場所 302 会議室 

会議の時刻 開会の時刻  午後 1時 30 分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後 2時 50 分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出 席   平 野 博 之 委 員 出  席 

柿沼拓弥教育長職務代理者 出 席 岩 﨑 智 子 委 員 出  席 

 髙 瀬 賢 一 委 員 出 席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

川島学校教育部長 寺崎生涯学習部長 須永教育総務課長 大久保学校教育課長 

小島学校給食センター所長 今成生涯学習課長 佐藤スポーツ振興課長 根岸図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 横山 傍聴人 1名 

会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

本日、1名の傍聴人がある。 

 

傍聴人の入室を許可する。 

 

（傍聴人 入室） 

 

 

11 月定例教育委員会を開会 

 

 

教育委員会の会議は公開が原則となっているが、人事に関す

る案件等について出席委員の 3 分の 2 以上の多数で議決した場

合は非公開とすることができる。 

本日の案件の中で、報告事項 5の 1 点目及び 2 点目は個人情

報を含むため、協議事項 2 は未確定の意思決定情報のため、議

案第 69 号は議会の議決を経るべき議案のため、非公開としてよ

ろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

報告事項 5 の 1 点目及び 2 点目、協議事項 2 及び議案第 69

号を非公開とする。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第2 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第2  

報告事項1 

羽生市立小・中学校の

臨時休業期間における

学校給食費相当額給付

要綱の一部を改正する

要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項2 

羽生市ＰＴＡ連合会

家庭教育研修会の開

催について 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

10 月定例教育委員会の会議録について諮った 

 

異議なしの声あり 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 

 

 

報告事項 1について、教育総務課長から説明を求めた。 

 

 

本件については、本来協議事項とすべきであるが、急遽学校

が臨時休業となった場合に備えるため、速やかに改正する必要

が生じ、かつ教育委員会会議に諮るいとまがなかったことから、

事後報告とするものである。 

本要綱は、3月から 5月の学校の臨時休業期間中に、家庭にお

ける昼食費の負担が増えたことを考慮し、就学援助費の受給者

に対し、4月、5月分の給食費相当額を支給することについて定

めたものである。今後も新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、学校が臨時休業となることも想定されることから、学校

給食が休止となった場合の給付金の支給を柔軟に行うため、改

正を行うものである。改正前は、令和 2 年 4 月 1 日から同年 5

月 31日までの臨時休業期間中の給食費相当額としていたが、臨

時休業となった場合は、給食センター設置及び管理条例施行規

則の規定に基づき、学校給食が休止となった期間に応じて月額

又は日割り計算により給付金を支給するものとする。 

 

 

報告事項 2、3について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

羽生市ＰＴＡ連合会の主催事業であり、家庭教育の重要性を

再認識するとともに、子育てに必要な知恵を学び、家庭・学校・

地域が一体となって安心して子育てできる環境づくりを推進す

ること、ＰＴＡ会員としての資質を高め、ＰＴＡ活動の活性化 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項3 

令和 3年羽生市成人

式の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

を図ることを趣旨として令和 3年 1月 21 日に開催する。今年度

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、従来の 1

ヶ所参集での開催が難しいと判断し、市内各小中学校にて、WEB

会議システム「Zoom」を使用したリモートでの実施とする。市

役所会議室からの講演をライブ配信し、参加者は学校のパ

ソコン室又は会議室で視聴する。演題を「羽生市のＧＩＧ

Ａスクール構想の推進について、～多様な子どもたちが変

化を前向きに受け止めるために～」とし、羽生市教育委員

会学校教育課 柿沼宏充副参事が講演する。なお、参加者

数は、各会場の最大収容人数とＰＴＡ会員数より調整し、

毎年行っていた託児サービスは実施しない。受講後にアン

ケートをとり、羽生市ＰＴＡ連合会と共に実施方法などの

検証を行い、その結果を今後の研修会に反映させたい。 

 

 

今年度の成人式の開催については、新型コロナウイルス

感染拡大防止の観点から、規模を縮小して実施する。開催

日は令和 3 年 1 月 10 日、会場は羽生市産業文化ホールで

ある。対象者は、平成 12 年 4 月 2 日から平成 13 年 4 月 1

日までに出生し、羽生市に住所を有する者とし、11 月 1

日現在の該当者は、男 285 名、女 271 名、合計 556 名であ

る。日程は、オープニングとして思い出ムービーの上映、

式典、記念撮影を予定し、実行委員により運営する。また、

コロナ禍に伴い産業文化ホールでの開催が中止となった

場合などに備え、動画配信サイト「YouTube」にてオンラ

イン配信を行う。配信期間は、令和 3 年 1 月 10 日から 2

月 7 日までとし、市長あいさつ、恩師からのメッセージ、

スライドショー「20 年の紡ぎ」を、案内ハガキ等に添付

する QR コードを読み込んだ場合のみの限定公開で配信す

る。その他開催に際し、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、受付時にマスク着用、手指消毒、検温を励行、

会場内は座席の間隔を空ける、COCOA(新型コロナウイルス接

触確認アプリ)と埼玉県 LINE コロナお知らせシステムのダウン

ロードの推奨、原則保護者の参加不可とする等の対策を講じる。

来賓の人数についても、令和 2年の 414 名から、20名に減らす。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

報告事項4 

蔵書点検の実施につ

いて 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

平野委員 

 

学校給食センター所長 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 報告事項 4について、図書館長兼郷土資料館長から説明を求

めた。 

 

 

 市民の財産である資料の状況を確実に把握し、適切に管理す

ること及び迅速な利用サービスの維持向上を図ることを目的と

して、令和 3年 1月 6日から 1月 30 日までの期間で蔵書点検を

実施する。図書館所蔵資料全てにおいて、その在籍状況と在籍

台帳とを照らし合わせて、不適合資料を明らかにし、不適切な

在籍状態の適正化を図る。なお、令和 3年 1月 25 日から 1月 30

日までの 6日間は、休館とする。 

 

 

 報告事項 1から 4について、質問・意見を求めた。 

 

 

 学校給食費については、現在はどのように徴収しているか。 

 

 各学校で保護者から基本的に口座引き落としにて徴収し、と

りまとめて市に納付している。 

 

羽生市ＰＴＡ連合会家庭教育研修会について、講演時間が 25

分とのことだが、家庭教育は大事なので、もう少し時間をかけ

ることは検討できるか。 

 

リモート開催ということもあり、開催時間を40分と設定した。

その中で、講演に最大限の時間をかけられるよう検討した結果

25 分となった。短い時間ではあるが、講師と協議を重ね、実り

のある密度の濃い内容となるよう準備を進めている。 

 

コロナ禍なので、開催に向け非常に苦労していると察する。

「Zoom」を使うからできる企画だと思うので、限られた時間の

中で内容の充実した研修会にしていただきたいと思う。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項5(1) 

その他 

 

 

報告事項5(2) 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項5(3) 

その他 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

報告事項 1から 4については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

報告事項 5 については、非公開となるため、傍聴人の退室を

求める。 

 

 

（傍聴人 退室） 

 

 

（会議非公開） 

 

 

 

（会議非公開） 

 

 

 

これより、会議を公開する。傍聴人の入室を認める。 

 

 

（傍聴人 入室） 

 

 

報告事項 5 その他の報告について学校教育課長から説明を

求めた。 

 

 

 10 月 19 日の日本教育新聞の記事に、三田ヶ谷小学校が伝統的

に行っている「宝蔵寺ムジナモ自生地」へのムジナモの放流に

ついて取り上げられた。6年生が、校内行事「ムジナモ集会」に

てムジナモについて学習したことを全校児童に発表し、その後、

自分たちで育てたムジナモを放流するということを毎年行って 
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会議事件名 て ん 末 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

いる。ムジナモの育成に関しては、三田ヶ谷小学校で年間を通

し実施しているが、本格的に学ぶのは、6 年生が 1 学期の総合

的な学習における環境教育の一環である「ぼくたちの絆を引き

継ごう ムジナモ増殖活動」という単元である。羽生市ムジナ

モ保存会の協力・支援のもと、ムジナモの育成に取り組んでお

り、伝統を引き継ぎ 37年目となる。 

 また、10 月 17 日の埼玉新聞の記事に、村君小学校のボート

体験についても掲載された。村君小学校の 4、5 年生 12 人が、

10 月 15 日に利根川でボート体験をしたものである。毎年、村

君小学校の裏手からボートに乗って、加須未来館まで約 6 キロ

を下る体験を行っており、今年で 15年目になる。このボート体

験は、栃木県日光市の栃木カヤックセンターが指導し、国土交

通省利根川上流河川事務所川俣出張所の協力も得ている。例年

7月に行っているが、今年は新型コロナウイルスの影響で 10月

の実施となった。7 月の時期はハクレンがボートに飛び込んで

くるくらい飛び跳ねる光景が見られるが、昨年度も体験した現

在の 5年生から、「季節が違って寒かったけれど、様子が違って

楽しかった」という感想もあった。 

このように、地域にある豊かな自然を生かした貴重な自然体

験学習をしているということを取り上げていただいた。 

 

 

報告事項 5(3)について、質問・意見を求めた。 

 

特になし 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

協議事項 1について、教育総務課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第3  

協議事項1 

ＧＩＧＡスクール構

想の実現に向けたＩ

ＣＴ活用等計画(案) 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

  

 現在、整備を進めているＧＩＧＡスクール構想について、今

後の活用等の計画について定めるものである。また、児童生徒 1

人 1 台のパソコン端末の整備に対する公立学校情報機器整備費

補助金の交付申請を行うにあたり、本計画を添付することとな

る。 

 (1)ICT 活用計画及び達成状況を踏まえたフォローアップ計画

については、ICT の活用は目標として 2021 年度以降、小中学校

全学年において端末の活用を推進し、臨時休業となった際は、

オンラインによる学習支援を行うこととしている。また、指導

体制の強化や働き方改革への対応については、ICT 支援員の配置

などにより、校務の効率化を進めていく。 

 (2)通信ネットワーク環境整備計画については、全校の校内

LAN 整備を 2020 年度中に完了し、端末 1台あたり 2Mbps 程度の

通信速度を確保することとしている。 

 (3)学習用コンピューター配備計画については、2020 年度中に

市内小・中学校全児童生徒分のパソコン端末 3,844 台を整備す

る。 

 (4)広域・大規模での共同調達実施計画については、羽生市は

単独で児童生徒用パソコン端末を調達するため、共同調達の実

施の予定はない。 

 (5)計画の取扱い等に関する事項については、本計画は将来的

に策定予定の「羽生市学校教育情報化推進計画」の一部として

活用することとしている。学校情報化推進計画は、学校教育の

情報化の推進に関する法律の規定によるもので、市町村の計画

策定は努力義務となっているが、羽生市では現在策定に向けて

取り組みを始めたところである。 

 なお、本計画は本日承認をいただいた際には、羽生市ホーム

ページで公表する。 

 

 

 協議事項 1について、質問・意見を求めた。                       
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会議事件名 て ん 末 

 髙瀬委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 指導体制の強化や働き方改革への対応に記述のある、ICT 支援

員の配置とは、教職員の加配ということか。国の補助等あるか。 

 

 ICT 支援員については、教職員ではなく、今回導入する児童生

徒用パソコン端末にベネッセのミライシードというソフトウェ

アを導入することに伴い、ベネッセから ICT 支援員が派遣され

る。来年度 4月から各学校で月に 2回程度の支援となる。 

 

 ICT の導入時には、教職員の負担が増えると思われるが、その

後の活用により校務を効率化できれば良いと思う。現在、保護

者へのメール配信を行っていると思うが、QR コードを用いて、

それを読みこませることによって、幅広い連絡ができ、また調

査の集計等、多様に活用できればと思う。例として、戸田市で

は、QR コードによる児童生徒の欠席連絡を始めたようである。

セキュリティ対策をしっかり行い、ICT 活用を推進していただき

たい。 

 

 戸田市は最先端の取組を行っている。国からは段階的に教職

員のスキルを高め、ICT を活用するよう示されている。羽生市と

しても、今後久喜市への視察を予定しているが、最先端の情報

を得ながら、どの教職員も端末をしっかり活用できるよう取り

組んでいきたいと考えている。 

 

 

 協議事項 1については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

協議事項 1は、承認された旨宣した。 

 

 

協議事項 2及び議案第 69号については、非公開となるため、

傍聴人の退室を求める。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

協議事項2 

羽生市立小中学校適

正規模・適正配置に

関する基本方針(案) 

 

 

日程第4 

議案第69号 

議会の議決を経るべ

き議案について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

（傍聴人 退室） 

 

 

（会議非公開） 

 

 

 

 

 

 

（会議非公開） 

 

 

 

これより、会議を公開する。 

 

 

（傍聴人 退出したため入室なし） 

 

 

次回教育委員会日程について、事務局より説明の旨。 

 

 

12 月定例教育委員会は、12 月 16 日 午後 1時 30 分より、301

会議室にて開催する。 

 

 

 閉会を宣した。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 


